
受発注者間情報共有システム 試行実施の流れ（土木工事） 

受注者 

④工事成績評定 
 ・試行で期待される効果以上の

取組みが認められる場合、「創
意工夫」の項目で加点対象と
することができる 

②事後評価の集約・分析 

①検査（検査課）  
 ・書類検査は、原則、システム上の電子 
  ファイルにより行う 
 ・出来形検査は、これまでどおり紙の図

面にて現地で行う 

技術監理局 

②システム使用準備 
 ・システム利用者の確定（監理
  技術者、現場代理人、監督員、 
  検査員、その他） 
 ・システム契約 

①試行実施申出【様式１】 
 を工事監督課に提出 

※ 試行要領 
  ASP 対象工事「検査課に提出す

る書類」の綴り方及びチェッ
クリスト（土木関係：監督員
用）の確認 

※ 【別添１】に基づきシステム会
社を選定 

①課内決裁 
②検査員・検査補助員を確認し、 
 試行承諾書【様式２】 
 を受注者に回答 

※ 試行要領 
  ASP 対象工事「検査課に提出する

書類」の綴り方及びチェックリス
ト（土木関係：監督員用）の確認 

③システム会社から受注者・監督員に対し、システム使用説明 

⑤検査終了後、受注者からデータ
一式を受領（正副 2CD） 

⑤検査 
 ・検査時、受注者はシステムから

電子データを移したパソコンを
用意し、検査場所に持参 

 ・出来形検査用の図面を検査場所
に持参 

④検査書類提出 
 ・ASP 対象工事「検査課に提出す

る書類」の綴り方及びチェッ
クリスト（土木関係：監督員
用）  参照 

⑥事後評価を技術企画課へ提出 
  （アンケート形式） 

⑦事後評価を技術企画課へ提出 
  （アンケート形式） 

工事監督課 

申請 

回答 
（原則 1 週間

以内） 

本システムの主な活用内容 
 ・「掲示板機能」を活用し、現場情報の共有を行う。 
 ・「スケジュール機能」を活用し、現地立会、協議等の日程調整を円滑に行う。 
 ・「発議書類作成機能」を活用し、効率的な書類作成を行う。 
 ・「ワークフロー機能（※１）」を活用し、現場～工事監督課の移動時間を減らし、業務の効率化を図る。 
 ・「書類管理機能」を活用し、工事書類をフォルダ分けして体系的に管理する。 

  ※１ ワークフロー機能とは、本システムを活用して事前打ち合わせを行ったり、提出書類の決裁状況、確認状況を共有する機能。 

（注意事項） ・段階確認など、監督員が直接現地で確認する必要があるものは、これまでどおり現地で行う。 
       ・資料２に基づき電子化できる書類は原則電子データで提出し、印刷はしない。 

提出 

⑥検査終了後、監督課へデータ 
 一式を提出（正副 2CD） 

提出 

起工 
 特記仕様書に ASP について記載 

※平成 30 年 10 月 1 日以降は積算システ
ム(CYDEEN)の特記仕様書に記載されてい
る。 

別添４ 


